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駅前広場運営のイメージ図

※この図は駅広部会が提案
するデザイン案です。世田
谷区の設計と必ずしも一致
するものではありません。

イベントの時
の観客席にも
なる階段（で
きれば木製）

盆踊り、音楽イベ
ントなどにも使え
る直径 30m のフ
ラットな平面

駅前広場を惹きたてる
よいデザインのバス停
上屋（デザインコンペ
実施の検討なども）

イベント・災害救援活動
など多用途に使えるよう
車道ー歩道間の段差をな
くすフラットな空間

ラウンドアバウト
駅側を歩行者天国とした
時、バスはここで転回可
能。タクシー乗降なども。

かつての南口のあ
たりにできる広場
のデザイン（トイ
レができます）

既存道路と歩道の
接するところのデ
ザイン（歩行者の
安全性確保）

回遊できる歩行者空間
が下北沢の特徴です。
その節目部分のデザイ
ンがキモになります。

駅前広場から南側をひとつ
ながりとする空間のしつら
えが必要（京王高架下への
つながりも気になります）

補助 54 号が街を分断
しないつながりのデ
ザインが必要（荷捌
きも出来ると良い）

道が変わることで生
まれる不利なアクセ
スをリカバーするデ
ザインの工夫を

あたらしい駅前広場は、どのような空間になるとよいでしょうか？
　わたしたち北沢PR戦略会議ー駅広部会は、あたらしい駅前広場を、交通のた
めだけではない、下北沢だからこそ実現できる、多彩で創造的な広場にしたい
と考えています。下北沢にはさまざまなひとびとが、暮らし働き生活をしてい
ます。さまざまな文化的な活動もあり、また商業地域でもあります。他所から街
をたのしみに訪れる方も多く、電車の乗り換え駅でもあります。
　あたらしい広場は、さまざまなひとびとが行き交い、腰を下ろし休憩し、そこ
で演奏される音楽を聴いたり、食をたのしめるような空間になるといいと考え
ます。会話が自然と弾むような空間になるといいと考えます。街のあちこちに
ちらばるざまざまなものが、時々広場に姿をあらわし、多くのひとの眼に触れ
交流する、そういう可能性の場所です。
　そのためには、駅前広場が交通のためだけではない空間になる必要があり、
また多くのひとやものがそこでさまざまな活動を行えるための仕組みや仕掛
けが必要になってきます。さまざまなひとが集まり、一緒に広場を運営し、お互
いに表現と負担を公正に担えるような仕組みが必要ではないでしょうか。
　わたしたちは、そのための仕組みづくりを考えていきたいと思っています。
催しや商業活動だけではない、日常の背景に当たり前にある交流の空間をつく
るためには、どんなことが必要でしょうか？ 誰もがそこに平等にアクセスで
きる仕組みが必要です。日常の中でそれが活かされてこそ、イベントの空間と
しても生きてきます。少しでも多くのひとやグループがそこに関わることで、
街の可能性はもっと広がります。また関わるものが多いほど、それぞれの負担
も分け合えるのではないでしょうか。下北沢だからこそ出来る空間の姿がそこ
に見えてきはしないでしょうか？
　そこで、わたしたちはまず、街で活動するさまざまなみなさんとつながり、と
もに活動する関係をつくることから始めたいと考えました。そのつながりが、
やがてたくさんのみなさんとともに街を運営するつながりに育てていけるよ
う、さまざまなトライを重ねたいと考えています。わたしたちの活動が多彩な
街づくりの一助となれるよう、行動していきたいと考えています。

工事期間中の暫定的な
土地利用と、そのため
の街のルールづくり
（休憩所、喫煙所、時間
を決めた荷捌き所など）

街のルールづくり、手を
貸しあい声を掛け合う雰
囲気づくりの必要
（た ば こ、車、自 転 車、
バリアフリー、ゴミなど）

さまざまなひとびとが
暮らし働く下北沢の、
その多様さが街の中で
眼にに見えてくる場所
としての広場の重要性。
そこでの交流。共生。
それが可能なデザイン。
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ープ・団体が駅前広場でともに活動する
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運営のための
窓口機能・事務局

駅北側エリアに駐輪
場が必要。（暫定土地
利用もふくめ）

2019 年度 2020 年度 2021 年度

東口改札

●12/22 小田急東口改札オープン
●３末 小田急駅舎オープン

●2019年度 駅前広場北側部分（階段周辺）：設計期間

●駅前広場北側部分に続いて、ほかの部分も順次、設計、施工と進むと思われます。

●54号予定地などで、暫定利用可能なスペースが生まれる可能性も ●順次、工事が進んでいくと考えられます。

2019 年度中に駅前広場全体のデザインが決まっていきます
●2020年度 駅前広場北側部分（階段周辺）：工事着手

駅前広場

北側部分

南側広場

しもきたスクエアは2019年度いっぱ
いは、無くならないと思われます。

広場をとりまく階段、イベント可能な車道部分のしつらえ、休憩、植栽、
収納、など駅広部会からもデザインへのリクエストを考えています

こっちが先


